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煮彎
'|‐
被 iよ分乳b島 細 ,11高口↓よ備中申議薇Elllへの出す本嗜|

l.懸 I

il時ヽ ゛



′‐P

子‐準 ●そた奪tす
｀
ラ》7, は

口 さらit家扉乳に1花しッ事亀fll.‡

のたlL之 な,A.

の(たであ,■つド |ご

寛1(?午 C/6J2)月ご薇夕争カ

鳴方えふ 毛ilよ

標ヨ″ソれの野質 ′ヽ)二たイ充轟窯1得
:よ長佃↑韓チれなノ

熱 ●直霧 ダ とな:え =

淵胤驚11『醐需霧裔
備ヤの5鷲口′室4,卜邊L府ヤタが t奉わせ 3∫力万■1か )

颯轟́よ其
=ι
縁′農..秦享ん手υダ争)〕欠男隊Jか 嫁`守颯

2す。00落 の撃島方た藩 ,'ュ 簿帝軍雀承
=ド
.だ ?0,ん 0生ル負

完 と分質oこ れ Jムイ在 1管 j含 まて
｀
臨 ,ヽた。

豪
霧主はべ々‐飼轟夭ネ中止l槻オリエルト桑律幹菫)ιじ乙在じ

電島力:11よ 彎り客 (禁.澤tイ主ガ負へ会)tご =ン ん。

寛支6年 (ノ |みふ,ゞ色薔え跛はく乗的ノ参3F寺のうすす,δ

力寺tZえ去アし:應.  (日轟奮索寺成は♂7・ 17/′ 度ま宗暉簿
た省家32.タメ 全爆くではタス′/が雄去ゆ。藩珈仏曰菫宗不生不′贅づ
禁鶴にぉ.た藁鷲て「二|ん ψ

い た参家金轟寺(轟幾轟十本轟)の言

年よ,|た台気未寺9鱗構た薔こr.‐ジ 構義F夕らすは金轟寺ヘノ帯ナ
17カ尋 rま 明 二院 へ と 託 した

上塾Iの寺瞑整

'た
: lιたよリ 統 んキヤタま )`=(よ 篠l=

進力これιギ十これ(え嗜無)i通庫博23ォ Q鷲毛末りん就あ

メヽになる.‐ ネエな年(′.SFl)謗 吉1島諄出
―征

“

二七未り輝え

tt:輩L.tン tサ尋1金■1嗅奪銀銀い購)でブtム. 子 薫LJ狂 1本 竜墓の
端蘇ま征ゞ薪司幾こ上tす・縫1だ色ケけん。発書まジ〕ダ彎″■未各=象

|.

:関ヵ″肇oギ撻7後宅夕}へti′た|)ぜ詮11ヽ |ヘオ争イiし 在
=

雪健の乱 (′ 39ο 17′,の.等 義 ,義 が,特ャ,備綾
^ヤ
躍娑任

今され准しt鍾んじん和)il頼み
',た
イ久束職長と基えか備後

埒 半畷電言亀 にオお毎された。|メこ7icg午 (r4リルこなぎと

出発警無夕絲薇の守護tな ジヽ縁彙墓ぇ:ょ警縁り守誠こをった.聴緩

爵ん測け頼童′へた ,勝たが 僣中の年議F言義 ″た。こ夕し

佛ヤにはた戴tt r・ 守言生代の荘′る,ヽ 1氏 夕勢″
`tつ
よう

(:なり 月券夕t■ ィミ 1■ なるこ孝雲′'1負の官言事:琴設 :よ 名戯表Ft'こ春った

滞 たの義務 ん特は 再減翁ヤ鍾籍itiな 在織 ぎヽ 浄爾|′鷲J欠

橘ヤ:守 議 菫徹もうぼ

滝色イイ社糸機夕:IZ認1 1

(1,ll頼んの矛 頼残1‡禾,1泉(た1確申キ00半 lITl ιく桑し、子 頼t
が 基λ
`去

にオ・泉 リヤ鍾象と燕;二.籟晨かうクヘ:自■

系餞i・ 1洋軋澤れよ構軍まこうチえ、′嘉代ず鋳軍義罐こイ喜長のイ奪ど事雀した:

イ盗,鉾すのギ誠と懇夕:|に

融尋o養あ 0,オ こた,



ρ‐■lθ

嗚
力

町

０

姥
（
六
■
ｉ
呼
れ
を
発
行
夕嗚
ｉ
Ｏ
史
議
″よ
ナ
薇
藉
一
ぴ
珈
‘

鴨

・
山
　
城
　
趾

長

り||

寺

ヽ
清
籠
山
崚
＝
寺
は
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
、大
本
一
は

横
浜
鶴
見
一
総
持
寺
、　
・
中
本
山
は
井
原
ら
れ
祥
■
で

あ
る
．
寺
伝
に
ょ
れ
ば
、
源
三
位
頼
政
四
代
の
末
裔
、

西
山
宗
久
を
開
基
と
し
、
後
、
応
永
十
九
年
■
里
こ

一
露
載
抱
榊
師
が
離
山
い
な
古〓
親
で
あ
る
●
そ
ら
後
、

鴨
山
城
主
細
川
氏
ゆ
か
り
の
禅
寺
と
し
て
業
え
た
が
ヽ

不
■
に
も
応
仁
の
兵‥
火
一
通
い
伽
難
を
焼
失
し
た
．

し
か
し
三
代
籍
主
榔
親
の
献
贅
″
符
て
、
三
世
筆
巌

宇
倫
和
尚

が
再
典
し
、
又
天
正
年
間
「
七
代
城
主
遣

董
よ
り
寺
領
百
二
十
石
の
寄
進
を
受
け
る
な
ど
、
寺

門
は
日
に
興
織
し
た
。一
後
年
、
幕
府
を
は
じ
め
池
田

一
輝
政
等
の
寄
進
む
相
次
い
だ
が
、
元
和
年
間
の
水
害
、

．」
＝
れ
な
ど
の
為
、
肝
菫
欄
器
の
議
て
ぉ
瀞
な
し
た
。

・し
か
ｔ
十
二
世
徳
雲
重
意
和
尚
ｏ
威
神
力
に
よ
つ
て
、

元
操
十
七
年
含
お
じ
再
々
建
さ
れ
た
一
そ
れ
が
現
在

・
の
本
堂
で
あ
る
。
寺
域
千
八
百
六
十
坪
の
境
内
に
は

通
童
の
墓
や
お
庭
師
弥
兵
衛
の
手
に
な
る
文
化
年
間

の
築
庭
な
ど
が
あ
登
“

備
中
守
護
、
細
川
氏
初
代
満
国
に
よ
る
応
永
十
四

年
（
一８
こ
の
築
城
で
あ
り
、
以
来
慶
長
二
年
（
一六
〇
９

入
代
元
通
の
長
州
転
封
ま
で
の
百
九
十
余
年
間
の
歴

史
を
物
語
る
城
趾
で
あ
る
。
長
＝
寺
の
山
Ｐｌ
よ
り
望

む
西
北
五
百
米
の
山
現
に
ぁ
る
全
長
約
二
五
０
米
程

ら
避
猫
式
山
城
一
ぉ
り
、
本
丸
の
北
に
■
つ
の
■
、

市
東
に
四
つ
の
郷
が
設
け
ら
れ
、
北
の
第

一
郷
の
北

に
は
濠
卜
珊
釧
、
記
念
絆
ら
建
つ
証
薫
第
四
■
に
は

野
面
積
み
の
石
垣
が
あ
る
監
口
を
構
築
で
あ
る
。

城
趾
に
建
つ
泊
然
石
の
諄
は
第
七
代
城
主
血
童
の

二
五
０
回
忌
を
記
念
し
て
家
臣
の
後
裔
、
清
滝
会
員

に
よ
っ
て
昭

・
和
十
一
年
に
建
立
さ
れ
た
ｔ
一

´
で
、
表

・面
に

「鴨
山
城
趾
」
■
面
Ｆ

「細
川
公
之
遺
趾
一
家

臣
之
後
裔
建
之
」
と
ぁ
り
、
男
爵
。
原
田
熊
男
の
揮

な
に
よ
る
■
の
で
あ
る
．

紳
＝
満
口
の
嬌
中
守
議
一琢
―・
４
颯
ａ
が
あ
４
”

細
「
ス
以
後
‥‐―ょ
４
■
の
，ａ
′
一
ホ
■
へ
一
■
・

Plfr_
パ
ｔ
ｔ

可
絶

″
だ
こ
の
名
一
魂

の
″
４

に

と
り
な

一
一
一イ
ご

た
′

工
が
あ
ツ

■
ネ
薇
″
千

実
島
２
日
）ず

議
キ
露
仏
な
鸞
フ
ト
ａ

こ
数
が
あ
”み

来
４紅
■
下
算
常
■
緒
レ
‐・
よ
れ
ば

今
、
欄
大
所
蔵
の
絵
図
面
に
よ
っ
て
当
時
の
諄
屋

一の
姿
を
見
る
と
、
た
御
門
い
灘
■
長
屋
、
勤
ｉ
離
、．

御
座
敷
、
今
味
場
、
御
田
米
御
藤
、
摯
釈
慮
離
■
０

建
物
が
捕
っ
て
お
り
一
大
石
垣
・を
回
ら
せ
た
鳳
敷
は
、

長
さ
「東
西
平
三
捨
壱
間
二
歩
五
工
。南
お
平
投
几
間
、

此
の
り
数
、
磁
数
一
直
ｔ
て
一
壱
反
八
畝
二
拾
二
一
・

也
」
と
記
録
し
て
あ
る
。

．
西

山

拙

斎

・

拙
斎
の
高
祖
父
は
求
掛
城
主
穂
井
日
元
清
に
仕
え

た
が
、
曽
祖
父
志
摩
（坂
本
家
よ
■
入
婿
）
の
代
に
書

方
へ
移
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

舞
震
翼
は
日
師
でヽ
あ
る
一
抽
斎
は
十
六
オ
の
時
上

一
ｔ
て
き
沐
見
宜
に
〓
術
を
一
岡
■
黙
、
雅
海
魯ら
蛍

Ｌ
書
を
学
ぶ
”
安
永
二
年
一
三
二
Ｙ
一十
九
オ‐
の
申
、

郷
里
に
帰
り
塾
を
用
い
て
専
ら
子
弟
の
教
養
に
尽
じ

た
。
こ
あ
塾
を
鍵
装
ど
，
つ
”

友 :

・a
ホ
澤
4参

理
兒

嗚
山
琳
諄
細
川
体
中
ヤ
義
ふ
貧
春
？〕媚
基

鴨

方

陣

屋

跡

大
字
鴨
方

に
あ
り
、
廃
藩
後
屋
敷
諄

は
畑
地
と
な

っ
て

い
た
が
、
明
治

二
十
四
年
七
月
そ

こ
に
現
在

の

黒
住
散
鴨
方
教
会
所

が
建
て
ら
れ
た
一

今
も
使
用
し

て

い
る
大
井
戸
は
鴨
方
藩
陣
屋
当
時

の
も

の
で
、
良

質

な
構

水
が
湧
出
し
て
お
り
、
井
戸
屋

の
用
材

は
、

陣
屋

が
取
り
除
か
れ
た
際

の
廃
材
を
そ

の
ま
ま
使
用

し
た
，

の
で
あ

る
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　

　

．

を
お
、
旧
建
物

の

一
部
は
現
在
深
日
立
脇

に
あ
■

門

の
二
部

は
同
じ
く
離
日
の
画
之
谷

に
移
築
さ
れ
、

又
一
池

田
ま

の
定
数

「
喰
嫌
」
を
屁
し

た
大
瓦

は
長

川
寺

に
保
管
さ
れ
て

い
る
。



′■

為

鯖

＝

て の
，締

紺

眸

瞭

神

諄

一

一
■
の
を
寝
い
て
、
書
を
築
督
栗
”
日
送
っ
て
学
制

０
続
」
を
理
い
た
一
か
ね
て
よ
■
同
感
の
薫
由
権
摯

の
漱
政
松
予
定
書
尋
上
Ｉ
し
ヽ
つ
卜
ぼ
朱
子
書
な
ニ

挙
ど
し
、他
の
学
派
モ
禁
止
し
た
鋸
期
ヽ
寛
政
難
学
ら

襟
」
が
行
わ
れ
た
。
定
倍
は
■
斎
な
幕
府
の
締
言
ｔ

用
い
■
う
ｉ
ｔ
し
て
薫
山
ぼ
謙
，
た
と
こ
ケ
ｒ
揺
斎
の

翼
意
ｔ
擬

か
さ
れ
思

い
止
ま

っ
た
．

そ

の
後
、
加
賀

０
前

躍
候
等
三
僕

の
招
き
も
国
辞
し
て

一
生
を
処
士

と
し
て
鴨
方

に
灘
居
し
た
．

´

鴨

神

社

難
録
孵
攘
飾
“
靱
和
町
”
ｒ
詢
嘲
綺
一
摯
粋
癬
摯
ｒ
一

懇
羅
年
月
は
不
洋
で
あ
る
が
、
町
王
浣
握
記
‥こ
ま
れ

ば

「平
安
級
の
頭
京
．都
■
ヶ
静
茂ι
大
明
権
絆
蹴
縦
』

と
あ
■
、
明
治
二
十
年
（一食
導
太
政
官
布
告
に
よ
り

「鴨
神
社
」
と
改
号
す
る
。
天‥
文
年
中
（一二肇
二
壼
尋

浜
人
に
か
か
り
社
殿
を
焼
失
し
た
が
、
天
二
十
年
倉

鼠
全
）に
至
り
、
鴨
山
班
主
証
「
酷
漁
が
村
権
〓
昇
建

し
て
，
神
鏡
、
社
田
等
を
存
進
ャ
ト
，
．　
　
　
・

寛
文
中
（
一六
査
―
栞
七
尋
池
田
光
政
の
社
寺
整
理
韓

渉
い
、顎
内
０
構
方
・濠
一
・静
糠
小́
坂
西
。一
坂
■
・

諄機掛へ計継聾獄興“「い餞鋼永じ．〓軸講糾ギ一

卦
囀
社
４
畿
内
ｔ
無
釉
灘
神
社
と
こし
て
再
び
＃
富
十

■
０

。

明
治
鐵
十
年
業
上
、・
本
政
を
除
く
帯
拝
職
織
鴫
総

機
十
二
年
に
、
な
紺
は
昭
和
十
八
年
に
織
藤
し
、
安

大
壮
業
な
田
態
に
供
し
た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
一

浄

光

寺

無
選
出
不
難
償
摯
光
時
ｉ
ｌ
浄
主
宗
の
機
薔
漁
菫

属
じ
一鶯
本
■
一
環
瑯
智
恩
院
の
■
■
で
あ
ら
。
大
字

鴨
す
ｔ
麒
塵
す
■
．
永
正
二
年
含
き
こ
甜
離
春
警
西

欣
常
溝
の
創
建
に
よ
る
も
の
で
、
後
ｔ
天
正
元
年

（
三
董
）義
所
守
護
、
細
川
下
難
守
の
助
か
に
ょ
り
、

不
断
念
仏
を
導
理
し
た
。

現
在
０
本
堂
は
「
宝
永
三
年
含
ぎ
ざ
八
現
、
十

一

代
厳
警
観
織
一
尚
０
再
建
●
鷹
菫
”
使
卜
．
十
二
代

三
斎
雌
海
和
滝
―
表
円
は
十
回
代
欄
警
善
英
構
尚
い

織
績
は
十
六
代
理
誉
難
共
和
尚
ら
狂
ｉ
で
あ
■
“
寺

宝
機
群
難
派
の
本
領
を
発
揮
し、
た
画
中
煮
我
作
の
構

需
繊
水
選
六
畿
大
犀
風
等
が
あ
る
．
目
弥
陀
無
恭
主

像
は
足
構
の
苺
警
聾
よ
つ
て
お
像
が
天
■
二
十
二
年

（三
工尋
の
機
定
と
知
ら
れ
難
昨
静
樹
静
難
浄
俸
■
ド

壼
町
時
代
末
期
の
様
式
を
知
る
基
準
作
籠
の
価
値
を

有
す
る
も
０
で
あ
る
．

午

タ
:

二害
υ

て
゛

啓
業
こ|

iこ れ

広
諄
凛
強

茶
■
橘
ｔ
籟
贔
陽

，
お

題
頼

、、
山
場

の
叔
賃
０
婢
え

颯
轟
颯
漱

霧ヽ

た
ｋ

よ
れ
ば

微
換

‥よ

檻

α
発

電

み

■

ジ
る

が

嬌
″
町
熱
し上

―ょ
る
こ

撤
一け
み
■

ザわ

れ

臨

柱

懸

掏

名
」
囀
燎
，
索
密
維
薔
号
ｔ
お
な
“
薔
，
二
日
市

に
居
住
す
な
。
幼
少
よ
り
画
オ
が
あ
り
、長
し
て
京
都

↑
上
卜
鶴
沢
鶴
薇
に
従
っ
て
導
ら
襲
法
を
学
ん
だ
。

鴨
和
七
●
（
一七
七
８
鮮
灘
御
所
の
屏
風
二
及
．
彰
戸
二

狂
Ｌ
露
類
を
金
ぜ
”
れ
寛
政
注
年
（
一貨
じ
澤
織
む
じ

叙
せ
ら
れ
た
。
後
、鴨
方
に
爆
り
絵
筆
を
と
ら
傍
ら
、

穆
歌
を
好
み
、播
な
寝
み
、
同
獅
の
西
由
攘
露
と
は
殊

に
組
し
く
ヽ
索
我
描
け
ば
哺
斎
賛
す
」
と

い
■
伸
で

あ
つ
た
。
文
化
十

一
年
（
天
苺
）霊
場
七
日
資
す
る
。

年
七
十
二
オ
で
あ
っ
た
。
　
　
一、

子
彦
た
難
犠
霧
も
ま
た
構
沢
探
泉
（採
薫
″
子
）
ヒ

学
び
、
父
と
並
ん
で
画
を
大
成
し
た
。
父
子
機
機
じ

て
慕
砕
が
悔
り
、
こ
の
碑
文
＝
西
山
描
斎
の
状
子
饉

共
復
軒
）の
機
圭
び
に
書
に
よ
ど
も
の
で
あ
る
。



鴨

方

往

来

綺
瀞
時
代
一
韓
山
藩
つ
た
め
た
宮
遊
“
、鷲
町
（
現

岡
識
表
打
二
Ｔ

‐目
）
を
出
発
点
と
し
て
、
西
に
適
を

■
■
、
礁
中
■
坂

（生
坂
群
４
所
ｔ
地
）
に
至
る
‐文

線
を
分
け
、
笠
諄
■
小
日
県
庁
・跡

（現
豊
間
小
学
校
）

に
至
る
長
い
獅
遭
で
あ
っ
た
，

』

轡

舞

燭

務

委

）糊
『

■
〓
０
西
撫
ヶ
一肝
警
騰
の
注
」
，と
い
う
．
搬
の
大
．

絆
″
お
り
、
そ
ら
下
に
薦
ル
な′と
を
置
れ
、
駕
籠
か

き
の
溜
拳
場
に
な
っ
て
い
た
。
次
い
で
三
日
市
に
入

る
。
左
手
に
田
中
鷺
我
の
農
敷
跡
が
あ
，
、
次
い
で

胸
證
薦
数
Ｆ
江
Ｆ
を
証
べ
て
い
な
。
佐
絆
辮
、
雛
勝
、

菫
屋
な
ど
で
、
そ
の
幸
今
二
残
っ
て
い
る
の
は
佐
渡

量
ゝ
旧
佐
渡
壌
）
の
み
で
轟
■
．

本
町
よ
り
西
町
に
入
る
と
右
手
に
県
下
に
避
る
滋

戸‥
務
用
の
食
■
■
町
星
、
高
戸
家
が
三
■
年
の
耐
筋

モ
諄
っ
て
，
な
。
や
が
て
西
画
難
斎
の
鑢
劉
分
跡
を

蔵
ｔ
ｔ
て
、
鴨
方
器
陣
量
諄
の
大
群
埋
０
下
ｔ
逮
す

■
●

．

市

一諄
嚇

美
獣福

久
性

勝
畿素異

Ｊ
「

岡

・金

載
▲

轟 f課 )

). 10  21

ー

二■ 全目的幹線遭路
_嚇 的絆緯滋葎
…・‐小 遣

言 機重難選町
(藤沢 晋「 岡JjO交通

“
より)

近世め主要難路と宿驚

Ｙ
．／

:Fi諄

高
戸
家
の
本
宅
　
一

書
声
環
篠
有
ま
の
欄
家
で
‐，
Ｉ
戸
時
代
経
は
大
名

・中霧孵韓』鵜〓』い難薇い”ｒ罐輝経耐理ｒ

約
二
薔
年
な
継
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
奉

体
の
部―分
は
一
嘉
、土
舞
、ズ
ロ所
に
当
て
ら
れ
、
通
路

側
●
お
な
表
棟
は
未
喀
澪
、
褒
＝
は
居
位
空
間
に
当

て
ら
れ
て
い
な
“
茶
壼
、
水
盤
は
天
保
七
年
（一八二〇

の
理
策
で
あ
卜
一
広
い
屋
嗽
奪
北
春
■
に
は
土
蔵
が

あ
ヶ
、
な
お
湯
殿
、
議
れ
座
救
が
あ
る
が
、
破
損
が

一書
な
し
い
．
大
戸
日
は
、
く
↑
ヶ
戸
を
持
っ
た
懸
警

声
■
Ｆ
張
り
の
昔
推
戸
が
一
又
Ｆ
の
正
証
は
大
，
稚

．子
戸
が
取
り
付
け
ら
れ
、
座
獄
部
分
に
は
、
ま
ば
ら

，な
慈
格
子
と
庭
な
間
を
持
っ
た
腰
板
張
り‐
の
上
爆
に

し
て
い
み
ｆ
屋
号
を

「奈
良
星
」
と
呼
び
、
奈
良
よ

り
移
住
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
い
奈
良
地

一方
の
離
腰
〓
難
難
し
て
ト
リ
一
県
下
一
職
る
江
戸
初

一期
の
最
も
貴
重
な
町
塁
で
あ
二
．

明
　
王
　
院

翼
岳
由
長
泉
寺
明
二
院
■
、
宗
篠
伝
散
た
鰤
が
罵

麟
の
途
表
立
ち
警
ヶ
れ
お
雛
ざ
」
な
っ
た
天
台
書
の

お
寺
で
、
次
い
で
ぶ
経
■
中
穴
二
日
～
八
哭
）糧
鉗
の
跡

な
静
い
で
態
撻
大
師
が
静
難
識
職
の
道
場
ど
し
な
，

以
来
時
Ｒ
と
共
に
隆
懸
に
向
い
備
斎
の
地
、，
数
百
■

所
の
末
寺
に
は
法
し
て
き
た
。

年
移
り
弁
来
年
中
含
天
“一‥
一穴
じ
平
家
減
亡
と
運

命
を
共
紀
さ
れ
た
設
灘
の
幼
帝
安
篠
天
皇
の
行
在
所

「
鷲
般
の
椰
所
」
が
ヽ
当
寺
の
苦
後
泉
山
の
驚
に
設

け
ら
れ
い
愉
く
館
縮
編
に
な
っ
た
。

こ
れ
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露量‐りの繊 (撹え)
ャラヽJ夢
“
壁婢覇隔藤λぶツチ腱澪キヤ

貞革3年 (1686)7言 嘩日It、 通董公の‐百年忌の大法要が、長jII名代藤沢徳太

夫、1河菌瀬兵衛、吉兄弥左衛門等の指揮によって、長川寺で執行された。この折t

通童公の幕下、1残党、縁故者が多数参列し、1焼香したが、その雄名は古帳の通り記

されていることは、loo年の後にして、なお、公の徳を慕う者が多かったことと、

嘉蒔、江戸封建時ftにあつて、かかる古式に則って(戦国時代の領主の大遠患を歓

行したこと:=限りない歴史的興味をそそられる。

大島ttからは、大島籠動、原田和泉守をはじめとして、本lEl新之準、今城掃部分

の末業など多数の者が婦人同伴で参列した。

この日の夕射、毛利家の勢名代の`詐じを得て、公の釜前:こ I・・いて、大島鱒BjJが壼

頭をとり、奉井又な籍llり大鼓をIrちで1‐ 標菫慕:泉守を先颯に、難人をましえて、
｀

武芸,1まし1ぎしを懸りにfL‐選:み、公のお嶋 のため=難
機 ilり を奉納した。

落日、たまたま、夕立があり、各人用意していた傘を武器がゎりl=用いたので、

自然に傘踊り {かさおどり)と なったとt〕 う。旧主を照びつづ奉納した優雅な踊り

は岬名代をはじ農参轟書‐間に深い感銘を与え、ともどもに公の書提を弔ったとい

,。

■れが、今日の大島の傘踊りのはじめであるという。

_rS踊 りは嘉日、4種目距らたとぃぅ:その後、傘踊りを基本に、各種あ事轟りが

工大、追加|さ れて、盆の膠tttlTIり として:当地方各地で盛んにおわれ、今麟に表ん、

だとされる。

大島 懸 り(大島奪麟り)の 全盛 ;懲 ::ょ 天llA 7年 (1787)餞後であった。当時の

大麟1屋 (原難霧泉守の後海)は踊りが好きで、時におよから警停止などあ達しがあ

っても,大島懸号はβ簑踊りであるかヽ 、幕轟す

`こ

と|まない(供養:まぶちでは

ならぬ、撮Itと百織たちにすすめた。また、大島踊りな厄病よllだから蹄れと、

皆の衆:=呼がかltで藩ったもあである。しかし、徳f:1幕府で1ま、老中永野忠邦が倹

約令を機行したという時代でもあったので、tLI簡態もあるからとして、太鼓は遠慮

して撻め藤な太餃がわりにたたいて踊れと、とどまることなく師り1続けたと伝えら

11でいる。なお、こめ全盛欝|には、薫h‐rlり 、手踊りなど、あわせて20顧日あらたと

いうが、現綺:は 14・ 5種 |]し か伝え引 iてぃない。
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